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刊
行
に
あ
た
っ
て

公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会 

理
事
長　
　

木 

村　

幾
次
郎　

　

蛤
御
門
の
変
で
多
く
の
山
鉾
が
被
災
し
、
其
の
復
興
途
上
で
明
治
維
新
を
迎
え
、
祇
園
祭
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
し
ま
し
た
。
寄
町
制
度
は
崩
壊

し
、
各
山
鉾
町
は
経
済
的
に
困
窮
し
、
電
線
敷
設
・
市
電
の
開
通
に
よ
り
、
山
鉾
行
事
は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
先
人
達
の
努
力
と
市
民
の
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
が
結
成
さ
れ
、
経
済
的
困
難
を
乗
り
越
え
て
山
鉾
行
事
の
存
続

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
の
な
か
で
、
菊
水
鉾
及
び
休
み
山
の
復
興
、
ま
た
巡
行
路

の
変
更
や
前
祭
後
祭
の
合
同
・
分
離
と
、
発
展
を
遂
げ
な
が
ら
伝
統
・
文
化
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
令
和
四
年
に
は
「
鷹
山
」
の
復
興
、
巡

行
参
加
で
江
戸
時
代
の
山
鉾
の
完
全
復
活
と
慶
ん
で
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、昨
年
本
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
山
鉾
行
事
の
変
更
。
祇
園
祭
に
と
っ
て
戦
後
初
め
て
の
経
験
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
近
代
の
祇
園
祭
は
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
で
は
、
令
和
五
年
に
創
立

一
〇
〇
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
先
人
達
の
足
跡
を
た
ど
り
、
歴
史
資
料
を
調
査
・
整
理
し
て
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
将
来
の
祇
園
祭
の
伝
統
保

存
・
継
承
に
役
立
て
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
刊
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
編
集
・
刊
行
に
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
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凡　

例

・ 

本
書
は
、
公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
が
令
和
二
年
四
月
か
ら
令
和
三
年
三

月
に
か
け
て
実
施
し
た
、
歴
史
資
料
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

・ 

本
事
業
の
調
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
巻
末
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・ 

本
書
で
報
告
す
る
資
料
は
、
八
坂
神
社
所
蔵
『
補
助
金
請
願
日
誌 

上
』
と
祇
園
祭

山
鉾
連
合
会
所
蔵
「
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
文
書
」
で
あ
る
。

・ 

調
査
に
当
た
っ
て
は
、八
坂
神
社
の
関
係
者
の
方
々
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

・ 

資
料
の
翻
刻
及
び
目
録
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
凡
例
を
掲
げ
て
い
る
。

・ 

本
書
の
執
筆
・
編
集
は
、
村
上
忠
喜
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）
と
村
山
弘
太
郎
（
京

都
外
国
語
大
学
准
教
授
）
が
行
い
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
事
務
局
と
安
井
雅
恵
（
京

都
市
文
化
財
保
護
課
美
術
工
芸
・
民
俗
文
化
財
係
長
）・
福
持
昌
之
・
今
中
崇
文
（
京

都
市
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
技
師
）
が
補
佐
し
た
。

・ 

本
書
の
掲
載
写
真
は
、
写
真
工
房
え
む
（
真
渕
紳
一
）
が
撮
影
し
た
。

・ 

本
事
業
は
、
文
化
庁
の
令
和
二
年
度
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
（
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
）
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
「
祇
園
祭
の
文
化
遺
産
総
合
活
性
化

事
業
」
の
一
部
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

村
上　

忠
喜

日
本
に
は
現
在
、
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
の
よ
う
に
、
神
社
祭
礼
に
合
わ
せ
て
氏
子
地

域
か
ら
出
さ
れ
る
祭
礼
風
流
で
あ
る
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
が
一
三
〇
〇
件
余
も
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
中
で
も
突
出
し
た
数
で
あ
る
と
同
時
に
、
山
・
鉾
・

屋
台
そ
の
も
の
の
形
状
も
地
域
色
豊
か
な
多
様
な
姿
を
み
せ
、
そ
の
歴
史
的
な
系
譜
が

一
様
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
般
に
は
ま
だ
ま
だ
馴
染
み
の
な
い
「
山
・
鉾
・

屋
台
」
と
い
う
用
語
は
、
そ
う
し
た
質
量
と
も
に
豊
か
な
祭
礼
文
化
を
語
る
上
で
の
概

念
を
示
す
学
術
用
語
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
行
事
の
多
く
は
比
較
的
安
定
し
た
世
情
が
長
く
続
い
た
江
戸
時
代
に
、
城

下
町
な
ど
の
都
市
集
落
で
誕
生
し
、
周
辺
の
農
山
漁
村
に
ま
で
も
波
及
し
た
。
と
は
い

え
そ
の
中
に
は
、
博
多
祇
園
山
笠
、
津
島
天
王
祭
な
ど
、
す
で
に
中
世
か
ら
そ
の
存
在

が
認
め
ら
れ
る
祭
礼
行
事
も
存
在
す
る
。
な
か
ん
づ
く
京
都
の
祇
園
祭
山
鉾
行
事
は
、

諸
国
の
同
種
の
祭
礼
行
事
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
り
、
全
国
の
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
に

最
も
多
く
の
影
響
を
与
え
た
祭
礼
行
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

江
戸
時
代
に
全
国
で
花
開
い
た
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
、
明
治
に
入
っ
て
の
近
代
化

の
進
展
の
な
か
で
一
転
存
続
の
危
機
を
迎
え
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
地
方
中
心

集
落
で
あ
っ
た
城
下
町
等
の
政
治
的
・
経
済
的
な
求
心
力
の
低
下
と
、
都
市
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
障
害
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
さ
の
あ
る
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
、
電
線

や
路
面
電
車
の
架
空
線
の
敷
設
に
よ
り
、
巡
行
そ
の
も
の
が
甚
だ
難
し
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
豊
か
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
江
戸
の
山
車
は
、
明
治
期
に
す
べ
て
東
京

の
町
か
ら
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

京
都
の
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
も
、
同
様
の
運
命
を
た
ど
る
可
能
性
は
決
し
て
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
京
都
電
燈
株
式
会
社
が
電
線
敷
設

の
た
め
に
曳
き
初
め
調
査
を
お
こ
な
い
、
ま
た
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
四

条
通
に
ガ
ス
管
を
敷
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
山
鉾
巡
行
中
止
の
議
論
が
持
ち
上
が
っ
た

り
も
し
た
の
で
あ
る
。
山
鉾
巡
行
廃
止
の
議
論
が
最
も
沸
騰
し
た
の
が
、
明
治
末
の
四

条
通
拡
幅
と
市
電
敷
設
で
あ
っ
た
。
琵
琶
湖
疏
水
に
よ
る
発
電
事
業
に
よ
り
、
早
く
か

ら
路
面
電
車
を
走
ら
せ
て
い
た
京
都
で
は
、
三
大
事
業
と
し
て
市
内
幹
線
道
の
拡
幅
工

事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
路
面
電
車
の
路
線
拡
充
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に

明
治
後
期
に
は
電
線
を
逐
一
取
り
外
す
こ
と
で
山
鉾
巡
行
に
対
応
し
て
い
た
も
の
の
、

市
電
の
架
空
線
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
処
置
は
で
き
な
い
と
、
山
鉾
巡
行
中
止
命
令
が

主
務
官
庁
か
ら
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
山
鉾
巡
行
継
続
か
否
か
の
議

論
が
沸
騰
し
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
を
見
る
と
、
外
国
人
の
意
見
な
ど
も
取
り
上

げ
ら
れ
、か
な
り
大
々
的
な
保
存
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
は
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
も
窺
え
る
。

結
論
的
に
は
巡
行
即
時
中
止
の
命
令
は
い
っ
た
ん
棚
上
げ
さ
れ
て
継
続
審
議
と
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
条
件
と
し
て
主
務
官
庁
が
提
示
し
た
の
が
、
山
鉾
装
飾
品
に
対

す
る
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
文
化
財
的
価
値
の
調
査
の
履
行
と
そ
の
所
有
形
態
の
明
確

化
、
及
び
巡
行
路
の
検
討
に
つ
い
て
の
議
論
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

課
題
を
解
決
す
る
組
織
と
し
て
、
山
鉾
町
総
代
を
は
じ
め
、
八
坂
神
社
宮
司
、
氏
子
総

代
、
清
々
講
社
幹
事
ら
で
構
成
さ
れ
る
山
鉾
巡
行
調
査
会
な
る
も
の
が
組
織
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
同
会
は
、
委
員
長
に
初
代
京
都
市
長
内
貴
甚
三
郎
を
、
顧
問
と
し
て
京
都
商

工
会
議
所
会
頭
濱
岡
光
哲
を
戴
い
て
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
結
成
さ
れ
た
。
こ

の
山
鉾
巡
行
調
査
会
の
動
向
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
の
本
調
査
事
業
の
成
果
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
後
述
す
る
山
鉾

連
合
会
の
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
動
き
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
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う
。本

書
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
『
補
助
金
請
願
日
誌 

上
』
は
、山
鉾
連
合
会
が
設
立
さ
れ

る
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
直
前
の
時
期
か
ら
、
成
立
後
し
ば
ら
く
の
間
の
記
録
を

転
記
し
て
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
は
八
坂
神
社
の
ご
所
蔵
と
な

る
も
の
で
、
今
回
八
坂
神
社
様
か
ら
公
刊
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
し
か
し
ど
う
し
て
山
鉾
連
合
会
成
立
段
階
の
重
要
な
記
録
が
、
八
坂
神

社
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

八
坂
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
類
の
中
に
は
、
各
山
鉾
町
の
共
有
文
書
が
若
干
保
管

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
八
坂
神

社
記
録
』（
八
坂
神
社
発
行
）
に
は
、
綾
傘
鉾
の
記
録
で
あ
る
「
天
保
度
御
免
許
品
替

傘
鉾
車
懸
曳
行
一
件
」
や
「
祇
園
会
定
式
」、
南
観
音
山
を
出
す
百
足
屋
町
の
「
神
事

用
日
記
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
を
八
坂
神
社
が
収
蔵
す
る
に
至
っ
た

経
緯
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
先
述
の
山
鉾
巡
行
調
査
会
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
山
鉾
装

飾
品
の
文
化
財
的
な
価
値
と
所
有
形
態
の
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
鉾
巡
行
調
査

会
は
、
大
正
初
期
に
、
所
有
す
る
共
有
文
書
を
八
坂
神
社
に
集
め
る
と
い
う
こ
と
を
山

鉾
町
に
要
請
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
翻
刻
さ
れ
た
『
補
助
金
請
願
日

誌 

上
』も
そ
う
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
こ
の
記
録
は
、

補
助
金
請
願
運
動
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
船
鉾
町
の
清
水
良
亮
氏
が
、
手
持
ち

の
書
類
類
を
ま
と
め
か
え
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
良
亮
氏
の
ご
子
息
か
ら
お
聞

き
し
た
お
話
で
は
、
氏
は
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
八
坂
神
社
社
務
所
や
門
前
の
中
村
楼
に

通
っ
て
い
た
ら
し
く
、
良
亮
氏
と
八
坂
神
社
と
の
個
人
的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
八
坂

神
社
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。（
良
亮
氏
は
、
八
坂
神
社
に
功

績
の
あ
っ
た
人
物
の
霊
を
祀
る
祖
霊
社
に
も
祀
ら
れ
て
い
る
）

第
一
次
大
戦
後
の
好
景
気
と
そ
の
後
の
恐
慌
を
通
じ
て
、
日
本
社
会
は
大
き
く
変
貌

し
て
い
っ
た
。
繊
維
問
屋
街
の
山
鉾
町
も
そ
の
渦
の
中
で
、
会
社
組
織
に
移
行
で
き
な

か
っ
た
商
店
の
多
く
は
経
営
破
綻
に
陥
り
、
彼
ら
が
執
行
母
体
の
中
核
を
担
っ
て
い
た

山
鉾
行
事
も
ま
た
時
代
に
応
じ
た
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ

が
山
鉾
の
装
飾
品
や
部
材
の
修
理
費
と
祭
礼
執
行
費
の
負
担
増
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
わ

け
で
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
『
補
助
金
請
願
日
誌 

上
』
は
、
公
的
資
金
獲
得
に
向
け

た
山
鉾
町
の
人
々
の
努
力
と
、
そ
の
請
願
先
で
あ
っ
た
京
都
市
の
対
応
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
る
。
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
の
近
代
を
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

本
事
業
の
初
年
度
の
事
業
成
果
と
し
て
公
表
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
想
定
し
て
い
た
調
査
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
前
々

か
ら
一
部
の
関
係
者
の
み
に
知
ら
れ
て
い
た
本
資
料
の
公
表
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
資
料
の
み
で
は
山
鉾
連
合
会
設
立
時
の
動
向
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

今
後
の
資
料
発
掘
と
整
理
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
興
味
深
い
点
は
指
摘
で
き
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
鉾
町

と
山
町
と
い
う
二
つ
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
両
者
は
前
祭
と
後
祭
に
関
係
な
く
、
鉾
町

会
、山
町
会
と
し
て
の
組
織
化
が
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。鉾
町
会
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
は
鉾
と
曳
山
の
町
内
、
山
町
会
は
舁
山
の
町
内
で
あ
る
。
山
鉾
連
合
会
に
残
さ

れ
る
明
治
期
の
文
書
類
を
見
て
も
そ
の
存
在
は
確
認
で
き
、本
資
料
に
も
「
鉾
当
番
町
」

「
山
当
番
町
」
と
い
う
表
現
が
出
て
い
る
が
、
祭
礼
執
行
の
た
め
の
調
整
を
行
う
当
番

町
が
、
鉾
と
山
の
グ
ル
ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
年
番
で
ま
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
山
当
番
は
前
祭
と
後
祭
に
分
か
れ
て
い
た
時
期
も
あ
る
。）そ
れ
ら
を
包
括
す
る
形
で
、

山
鉾
連
合
会
が
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
設
立
に
、
山
鉾
の
修
理
と
行
事
執
行
に
関
す
る
公
的
補
助
の
制
度
確
立
運
動
が

大
き
く
関
与
し
て
い
る
ら
し
き
こ
と
が
本
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
意

味
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
山
鉾
町
の
人
た
ち
の
意
識
と
し
て
は
、
山
鉾
の
装
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て
い
く
だ
ろ
う
。

二
年
後
の
二
〇
二
三
年
、
山
鉾
連
合
会
は
設
立
百
周
年
を
迎
え
る
。
祭
礼
執
行
団
体

の
連
合
組
織
と
し
て
百
年
の
歴
史
を
持
つ
こ
と
自
体
、
他
で
は
類
を
見
な
い
こ
と
で
あ

る
。
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
を
支
え
る
人
た
ち
が
、
激
動
の
近
現
代
を
ど
の
よ
う
に
処
し

て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
祭
礼
行
事
の
継
承
に
つ
い
て
の
豊
か
な
知
見
を

後
世
の
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

飾
品
や
部
材
の
修
理
費
と
祭
礼
執
行
費
の
間
に
明
確
な
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
混
然
一
体

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
公
的
機
関
の
認
識
は
違
い
、
執
行
費
の
補
助
は
対
象

と
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
正
十
二
年
七
月
に
、
京
都
市
に
山
鉾
修
繕
費
補
助
制
度
が
設
け

ら
れ
、
修
理
の
み
の
補
助
制
度
が
は
じ
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
年
に
は
山
鉾
巡
行
調
査
会
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
、
山
鉾
の
美
術
調

査
が
開
始
さ
れ
る
。
山
鉾
装
飾
品
の
美
術
的
価
値
は
す
で
に
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
明
治
は
じ
め
よ
り
部
分
的
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
体
系
的
な
調
査
は
で
き
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
若
原
史
明
氏

で
あ
り
、
八
坂
神
社
に
残
さ
れ
た
史
明
氏
の
調
査
ノ
ー
ト
は
京
都
市
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
成
果
は
、『
祇
園
会
山
鉾
大
鑑
』
と
し
て
八
坂
神
社
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
山
鉾
財
産
の
維
持
を
目
的
と
し
た
法
人
化
の
動
き
も
こ
の
時
期
に
は
じ
ま

る
。
そ
の
嚆
矢
は
放
下
鉾
を
出
す
小
結
棚
町
で
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
か
ら
町

内
で
議
論
さ
れ
て
き
た
財
団
法
人
化
へ
の
動
き
が
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
結

実
す
る
。
財
団
法
人
化
に
よ
り
、
山
鉾
の
財
産
の
保
全
が
組
織
的
に
図
ら
れ
る
途
が
開

か
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
動
き
は
他
町
に
も
波
及
し
、
各
町
内
で
財
団
法
人
化
が
進
ん

だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
新
公
益
法
人
制
度
の
下
で
の
公
益
法
人
へ
の
移
行
へ

の
前
史
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
動
き
と
山
鉾
連
合
会
と
の
か
か
わ
り
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
山
鉾
連
合
会
設
立
後
の
大
正
か
ら
昭

和
戦
前
期
に
か
け
て
の
時
期
に
、
観
覧
席
の
設
置
、
雑
踏
警
備
の
問
題
、
巡
行
路
の
変

更
、
前
祭
・
後
祭
の
合
一
の
論
議
な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
に
実
現
、
あ
る
い
は

広
く
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
議
論
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
注

目
に
値
す
る
。
そ
う
し
た
事
項
の
関
係
性
な
ど
も
、
今
後
、
本
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ


